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①講座創設時の構成員
②③論文採択のお祝い1 2

3

初期構成員、論文採択のお祝い
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①髙津聖志　②長井良憲　③平井嘉勝　④生谷尚士　⑤渡邉康春
⑥⑦研究成果報告会の様子
⑧山崎輝美　⑨小笠原勝　⑩本田裕恵　⑪柳橋努　⑫岡本直樹

支援機関、支援企業へ年度末の報告会
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毎年恒例！教室で髙津先生のお誕生日をお祝いしました。
大きな誕生日ケーキは教室員の楽しみの一つでもありました。

①②③④67歳　⑤⑥68歳　⑦⑧70歳
⑨⑩71　⑪72歳　⑫⑬73歳　⑭74歳

髙津先生お誕生会

Birthday Party
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①会場案内板　②賞状　③長井良憲　
④乾杯　⑤⑥⑦歓談
⑧生谷尚士・長井良憲・柳橋努
⑨長井良憲・髙津聖志　⑩万歳三唱
⑪谷口絵菜・杉本涼子　⑫勝沼沙都子

11 7 8
12 9 10

4 5 6

1 2 3

開催場所：カナルパールホテル 2階　橘

長井先生とやま賞受賞　祝賀会
開催日：2012年5月25日(金)19時より
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①全体写真
②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩歓談
⑪本田裕恵さんの学位記を見て
⑫万歳三唱

刈米先生退職記念会 及び 柳橋研究員、
杉本さん送別会・本田協力研究員
医学博士号取得お祝いの会
開催日：2013年3月22日(金)19時より　　開催場所：電気ビル 4階

1
2
3
4

5 6 7 8
9 10 11 12

160 | 第五章　フォトアルバム



フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム

第
五
章

①全体写真
②生谷尚士・髙津聖志　③刈米アイ・髙津聖志
④小笠原勝・刈米アイ・岡本直樹　⑤刈米アイ・本田裕恵・髙津聖志
⑥岡本直樹・生谷尚士・柳橋努
⑦平井嘉勝・松永孝之・長井良憲　⑧⑨歓談

開催場所：カナルパールホテル 2階　柏

生谷先生、刈米先生送別会
開催日：2016年3月25日(金)19時より
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①全体写真　②乾杯　③④会の様子
⑤長井良憲・髙津聖志　⑥岡本直樹・長井良憲
⑦小笠原勝・岡本直樹・生谷尚士　⑧柳橋努・福田陽子・刈米アイ
⑨霜鳥智也・髙津聖志　⑩長井良憲・松永孝之
⑪宮本朋美・本田裕恵　⑫長井良憲・中村知矢

開催場所：グランテラス富山 4階　祥雲

長井先生、岡本研究員歓送会
開催日：2018年3月30日(金)19時より
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研究補佐員の方々の送別会
①②勝沼沙都子さん送別会（2回目）　③④谷口絵菜さん送別会　
⑤⑥今野加奈子さん送別会　⑦⑧勝沼沙都子さん送別会（3回目）　
⑨吉野麻子さん送別会　⑩⑪勝沼沙都子さん送別会（4回目）
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Farewell Party

第五章　フォトアルバム | 163



P h o t o  a l b u m

フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム

第
五
章

①②2010年 納涼会　③④⑤2010年 忘年会
⑥⑦⑧2011年 納涼会　⑨⑩2011年 忘年会
⑪2012年 忘年会
⑫2017年 忘年会

懇親会
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E d i t i n g  p o s t s c r i p t

2018 年 4 月 10 日、富山県薬事総合研究開発センター
の所長室で、髙津先生、長井先生、私を含めた 3 人の研
究室運営打ち合わせにおいて、「12 年間のあゆみ」を発刊
することを決定しました。本誌発刊の目的は、ご支援を頂
戴した富山県、支援企業、富山大学、関係者の皆様に 12
年間に渡る本寄附講座の研究活動をご報告すると共に、長
きに渡るご支援に深甚な感謝の意をお伝えするものです。
また、本研究室に所属した教室員には、12 年の研究活動
の流れの中で自身を振り返り、今後の活躍を激励するもの
になればとの思いから編集に取り組みました。
本誌の編集を仰せつかるにあたりキーワードは、①デザ

イン性が高く、②思わず読みたくなるもの、③本棚に座り
良く納まるために自立して立つことでした。この 3 点を
達成するために、編集に取り組んだ約 11 ヵ月間、いつも
本誌の編集が気掛かりで、無事に発送が完了する日が訪れ
るのか不安に思う日々を過ごしました。しかし、唐突なご
寄稿の依頼にも多くの方々にご快諾頂き、そしてご入稿頂
く度に鼓舞され何とか編集を終えることができました。お
忙しい中ご寄稿賜りました皆様に深謝申し上げます。頂戴
したご寄稿文には、産学官の連携に今後より一層の精進を
ご期待されている旨が記載頂いておりました。教室員は産
学官の多種な所属または転職することから、これまでの体
制とは異なる角度で連携して、産学官連携の促進に継続し
て努めて参りたいと考えております。
本誌は、これまで 1 期終了毎に発刊してきた（計 4 冊）

本研究室の研究報告書とは異なり、第二章「研究活動の富
山県・支援企業との連携」を記載していることが特徴の１
つとしてあげられます。髙津先生が記された富山県とスイ
スの学術交流の経緯については、今後の交流が長年継続し

発展するにつれ、記録としても大きな意味を持つと考えら
れます。また長井先生が記載された「支援企業研究員」の
項にあるように、本研究室での取り組みが産学連携推進の
一助になれば幸いです。
本誌を眺めますと、様々な研究費を絶えず獲得し、徐々

に研究活動が活発化（業績数や受賞数 ) していく様子が見
て取れます。それに比例して写真数が増加しますが、裏を
返すと研究室立ち上げ当初の苦労が推察されます。教室員
の「随想」の項と共に、そのような研究室の歴史もお楽し
み頂けたら幸甚です。
本誌の編集は、秘書の福田さんと共同で取り組みました。

様々なことを決め兼ねる私に、福田さんはいつも背中を押
してくれ、また各種資料の準備やご提供の問い合わせなど、
そのバイタリティーと勇気には脱帽でした。そして本誌の
デザイン・印刷は、2018 年 10 月に開催した本寄附講座
主催シンポジウムのチラシ作成時にご協力頂いた、中央印
刷株式会社に依頼致しました。長いお付き合いになりまし
た吉田美恵子様（代表取締役）をはじめ、我々の要望に独
創性を持って応えて頂きましたデザイナーの方に感謝申し
上げます。
最後に、改めましてお忙しいところご寄稿賜りました皆

様に深謝申し上げます。また、随想文や写真などご協力頂
きました教室員に感謝申し上げます。更に、各種資料のご
提供をお願いしました富山県厚生部くすり政策課、富山大
学杉谷キャンパスの研究協力課、富山大学の多くの先生方
に深謝申し上げます。

「12年間のあゆみ」編集委員
渡邉　康春

編集後記
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